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 本検討では，TF レグと RF レグを組み合わせた飛行経路を提案する．旋回に RF 旋回（固定半




RF 旋回とは，RF レグ上を飛行させる場合の飛行モードのことである．RF 旋回は，確実にウェ
イポイントを通過させることができるものの，旋回中の位置制御も必要となってくる．このため，
旋回のためのバンク角以外に方位角𝜓 についても誘導則ならびに，回転半径をあらかじめ決めた
































































 全て TF レグによる飛行経路の 1 例における，制御系切替時の過渡応答についてシミュレーショ




 （2）速度一定，V = 20 [𝑚 𝑠⁄ ] 
 （3）荷重倍数制限，n ≤ 3 
 （4）ロール角制御で旋回 
４－３－２．切替条件 
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